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わが国の層状含銅硫化鉄

鉱床(キｰスラｰガｰ)について

��

これまでキｰスラｰガｰの成因説や層序学的位勧こつ

いてその概賂を紹介してきたしかし一部の読者

層には難解であるという意見があるようでこれは筆者

の勉強不足のためであると反省しているが本文の目的

は今後鉱床学を專攻しようとする学生諸君や鉱山の現

場の人々のようにすでにある程度の基礎知識を備えた

人々を対象にしてこれまでの知識の整理と最近の問

題点を明らかにしようとして書いたものであり全般の

読者を対象にして書いていないことも難解である至つ

の原因になつているのではないかと思われるこの点

を一応お断わりして筆を先に進めることにする

6.串一スラｰガｰの形態と構造

キｰスラｰガイ)形熊的研究はすで虹凋越義一(1940

年)によって襲とめられているが篤婆次批界大戦後多

くの人々によってさら終詳細な柳究が遼められ新しい

見解が発表されているのでそれらを申心終述べること

にする.

さてキｰスラｰガｰの形態は母砦の各櫨構造に調和

した層状またはレンズ状といわれてい墨が沓地域の構

造的特性に応じて複雑汰榴曲形態から兇かけ上比較的単

純な偏平板状樟状帯状などの形態を示すものなど様々

のものが存在する｡しかしごれら種歳の形態を示す

鉱床において共逓するいちじるい嚇徴としては鉱体

カミr落し｣の方肉に蕪びているという寮実があげられる.

この場合｢落いの方向とは鉱体の走肉および傾斜方向

に斜交した鉱体の一定の伸長カ向をいう由凄たこの

鉱体のr落｣の方向が母岩の線構造の方商に一致する

といわれている.この事実を最初に発見したのは佐川

栄次郎(1910年)であるがその後これを発展させ法則

化したのが神山貞二･堀越義一(1938年)である.

堀越(1940年)の記載によれぱ“広義に使用すればr鉱

体の落しは母岩の線構造に一致する｣"と述べ多くのキｰ

スラｰガｰの実例をあげている.この神山･堀越の法

則はこれまでキｰスラｰガｰの開発に重要な役割りを

果してきたし一般的にいって今目でも多くの鉱床の探

査に利用されている.

しかし最近緒晶片岩の構造解析が進み面構造およ

び線構造について詳細な検討が進むにつれて新しい角

度からキｰスラｰガｰの変形様式カミとり上げられるよう
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に柾ってきた.例えぱ線構造にもいくつかの種類があ

りまた方向も異なることなどが明らかになってきたた

め鉱体のr落し｣が如何なる線構造に一致するかという

ことカミ再検討される段階になってきている.鉱床の形

態を議論する前にまず結晶片岩の面構造および線構造

の構造要素について簡単に説明しよう.

面構造

一般に結晶片岩を観察するとき平行な一定の剥げ易

い面か発達することに気付くがこれを普通片理面また

はS面と呼んでいる.このS面の中にもさまざまの性

格のものが存在しこのような面的な構造要素を面構造

として取り扱うのである.

まず黒色片岩や緑色片岩たどに石英や緑簾石の縞が片

理面に平行紀発遠しこの片理面がもとの層理面に一致

する場合これを層繭片灘(も慧納鴬竃｡｡h熾鵬1ty)七呼

びS頂という記号で表現する曲次に籟曲したS1

面の軸面紀平行に軸繭片理(蝋1嵐}㈱)が鶏達するこ

とも稀で匁い刊これを普通s嚢繭&呼んでいる.こ

のS2面はS1面がいちじ篇い咽斜状摺曲を示す場合

はs1面に平行になるぐともありこれをs1一蔓面と呼

ぶ.またと巷には銚繭の発達がいちむるしくS1面

と見誤ることもあるので注意を要する.例えばS1面

が南に傾斜しているを巷全体の岩層も南虹傾斜してい

るが慧嚢繭は北に煩斜してその発連がs1繭よりも顕

著な場含嚢嚢廊をs皇繭と屍誤って層理櫛が北に傾斜

す器かのよう把錯党することがある岨したがって野

外で地質関を作るときは異種岩層の境界繭の走向傾斜

を適確に測定しておくと共にs差面と跳薗を常に注意

してこれもを測定しておくごとも恵れては匁らない稻

慈ら紀S重繭と斜交する綱璃な錯開面(婁亘繍搬艀曲ne)

が発達することも屡冷観察される｡これはs3面と呼

ばれており普通直立に近く輔面に平行は発遠すること

もあれば斜交するζどもある(第掘榊粥閣)由

少なくともこれらsls嚢s婁繭の面構造の識別は

構造解析に必翼であるばかりでなく線構造の性格を知

る上にも童婁であるため野外での観察において怠って

は匁ら枚い岨

線構濫�
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普通結晶片岩のS面上に平行な線またはちりめんじわ

カミ走っているのカミ観察される.このような線的な構造

要素を線構造と呼んでV･る(第19-22図).

線構造にもいろいろの性格のものカ…ありE.CLOOS

(1946年)は第23図のように分けている.しかし一般

的にいって結晶片岩における線構造は面構造の交線と考

えれば良い.例えば摺曲した両翼のS1面の交線は

摺曲軸として線構造を作るがこれはまたS1面と摺曲

軸の軸面との交線でもあり軸面片理カミ発達するときは

S1面とS2面の交線としてS1面上にもS･面上にも表

われてくる.このような線構造がS1面上でみられる

ときLト･と呼びS2面上で観察されるときはL2-1と

呼ぶが同一サンブノレ内でS1面とS･面が一定してお

ればLl一･とL･一1の方向は等しくなる.またS1面と

細密欝開のS3面との交線もまた線構造を形成する.

これはS1面上でちりめんじわとしてもっとも普通に観

察されるものでありこれをL1-3と呼んでいる.S3

面は一般に摺曲軸の軸面に平行に発達することが多いが

⑯高知県岩原付近のS1S望Sユ面の関係

(小島･鈴木原図)

この場合はLi-2とL1-3の方向は一致しているため問

題はない.しかしS2面とS3面が斜交する場合線構

造はL1一｡L1-3L2-1L｡一3L3-1L3一｡の6種類が存

在し方向としてLi-2Li-3L｡一3の3方向があること

になる.以上述べた面構造および線構造は基本的な

性格を簡単に説明したものであるが実際には結晶片岩

生成過程の変形様式の変化を考慮に入れ溶ければならな

い.

一般に結晶片岩の変形様式は生成･変化･発展･消

滅という観点からみて変化から発展の時期つまり圧力

と温度の上昇に伴って岩石の可塑性(p1a･ti･ity)が増大

しちょうど飴か餅のような状態で変形しこの時期に

は折畳まれた同科状摺曲が特徴的に発達する.この場

合軸面は水平に近v'ものカ茎多く負閃石のような伸長

性鉱物はS1面上において同科状摺曲の摺曲軸に平行

配列を示すことが多い.ところが発展の後期から消滅

の段階にかけて可塑性を失い始め摺曲はその両翼カミ開

いてくると共に軸面は垂直に近くたってくる.この時
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鉱山付近のS』

面とS3面
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⑮砂塙中の同心状摺曲と粘板岩中の断裂壁開�
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期には部分1ζより軸面片理が発達しさらに結晶片岩の

形成末期紀は細密錯開が発達してくる.

もちろんこの揚含も変成度と構造の地域性によって

必ずしも全部の緒戯片岩がこのぶう匁変形様式をたどる

とは限らないが秀敬(脇埠)は別子白滝地方の三波

川結晶片岩の地質構造の解析をこのような観点から試み

ており資童な成果を発表している.

ある地域の変成作用の過程で同科状摺曲によって特

徴づけられるよう狂早期の構造運動とゆるい波状禰曲抵

どの後期の構造運動が組み合わさるといちじるしく複

雑な摺由形態を構成することになりとくに単期と後期

の構造運動の方向が一致するときは解析も容易であるが

両者の方向が斜交してくるときは非常に複雑になりてく

る.この場合はそれぞれの構造要素をたんねメ)に集積

して野外および室内で解析しなければならない｡コ)

解析の方法はシュミット網やウノレフ網を使って幾何学的

に行なうのであるカミすでに小島女児･鈴木尭士(1958年)

や杉山隆二(脇5年)によって紹介されているしまた主

題から離れるのでここでは割愛することにする.

さてキｰスラｰガｰもまた母岩である結晶片岩と同

じ変形過程を受けておれぱ鉱床の形態を考えるとき当

然以上のぶう匁構造解析が必要になってくるしまた當

鉱体の形成についても変形様式の変化と共に検討しな

くてはならなくなる.先にも述べたようにrキｰスラ

ｰガｰの鉱体の落しは母岩の線織創二一教する｣といわれて

いるが早期から後期にかけて構造運動の方向が一定し

て変化しないときはレｰ嚢を測定してもLエｰ蓬を測定し

てもそれらは縁ほ等い/億を示すため探鉱の指針に十

分役立つわけである肚しかし早期の構造運動の方向

が後期の構澄運動の方向と異匁りているとき㌦嚢の性

格をもつ線構造も婁種類またはそれ以上存在することに

放り鉱体の落しが早期の㌦嚢に一致するのか後期

のL1-2に一致するのかという問題が生じてくる｡

⑭別手本山鉱床8L中鋼の同科状摺錨(榴曲蜘高角度線構造)

鰯劉等漆1j1繊醸霧む瞭鑑篶鰯内綴織(機総徽1潟鏑暖線鵜績)

⑳高越鉱床第2区の間鱗状槽曲(摺独軸:傾斜線構造)

⑳高越鉱床第蓄区の同科状禰

曲(榴曲軸:低角度線構造)�
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しており一般的にみて三波川帯の南北性の高負度線構

造は東西性の低角度線構造に先行して形成されている

ことはまず聞違いのなv･事実であろう.

しかし高越において調査した結果では早期の南北

性の線構造が後期の東西性の摺曲運動によりS1面が廻

転するため高角度線構造カミ形成されたものとみたす方

が合理的である罰裏た秀敬が別子鉱床で述べているよ

うに折畳まれた鉱床の上下艦の緑岩の層序関係が莞全

な対称性を示さず同科状摺曲の頂点から東に惑らに

エ00m以上ガリ鉱体が連続して延びている(鯛卜馨個).

高狗度線構造紀鉱体の落しが一致する佐冷連鉱床の金

紗鑓においても上鍾と下鏑の関係が完全な折鐙み榴曲

による折れ曲りとしては説朗の閑難扱点がある曲

このように単期の南北性の商偽凌線構滝を形成する変

形様式については未然宛全紀館決慈れておらずこの種

の構造運動の生成場所叙)条件や結験片岩形成期のどの

よう扱時期にどのよう抵状態のもとで発生す為かという

ことが券常に箆要匁問題と扱って蜜ている｡

今互つの問題は低角度線構造の発麓する地域の鉱床

1こおいて鉱体の落しが母岩夢)線構遺紀一致し扱い例が

存在する埋この場合は先にも述べたぶうに鉱体の落し

が母岩の&面仁みられるちりめんじわすたわち｣轟

の性格をもつ線構造に斜交しているとみて良い品し次

かって鉱体潔)落し､を知るためには早期の同科状績曲

軸の方向を測定する必要が生じてくる.このため紀は

岡斜状繕曲をした母岩または鉱体の定方位サンブルを採

資これをダイアモンドカッタｰで寸断して摺曲軸の方

肉を確認することが確実な方法で勤る岳

今彼りに鉱体の落しが㌦蓄とわずかに斜交していて

も鉱体の閥発が進むにつれてその蓬は段次大巷く決る

ため斜坑の方向を決定する際など紀影響してく紋)で

油断はで蓉板い,このよう泳注意を宴する鉱床として

は野々脇新宮飯盛などカミあげられる(第32一一3湖)

また早期の同科状摺曲の摺曲軸の方向と後期の側方

圧縮に伴う波状摺曲の摺曲軸の方向が斜交することもあ

る.この場合は両摺曲軸の軸部付近に富鉱体を形成

する可能性があるためとくに早期の同科状摺曲の摺曲

軸の方向の測定を怠ってはならたい(第38-43図).

最後に以上のようだ変形運動による鉱体の賦存状況

ぶりで連続している申これらがもとも一枚の鉱体で

あって生成後の変形運動に伴って鉱石鉱物が移動した

ものと仮定すれば雨鉱体閥の中心までの願離約50mの

閥のs亘簡に沿う物質の移動を考え溶ければ放ら扱い.

このような考克を佐冷連鉱床に撞瑚すれば金砂と金泉

間は約鰯獺齢り芝｡c撤以上の距離を鉱石鉱物が移動

するごをに汰る抽それはさてお書名単位鉱体間の顕離

は比較的一定する鉱床が多いので未知鉱床を開発す

る&曹は構遺の類似する地域の既知鉱床の単位鉱体の賦

存状況や単位鉱体閥の腿離を細ることは探鉱の五つの

等懸簑を松る｡今回はキｰスラｰガｰの形態と構造

に関する一般的閥魑にのみ止め次回に個康の鉱床の形

態について述べることにする.(筆者は鉱床部金属課)

⑳1

白滝鉱床1CLの同科状摺曲(榴曲軸:低角度線構造)�
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